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府中市は、東京都のほぼ中央に位置し、特急を使えば京王線府中駅まで新宿駅から
25 分の距離にあります。また、歴史と文化、豊かな自然に育まれ、都市としての魅力
や活力にあふれた地域特性があります。人口は 259,668 人（令和 6年 3月 1日時点）、
合計特殊出生率は 1.11％（令和 4年東京都人口動態統計年報）で年少人口の減少傾向
が強まることが想定されています。一方、高齢化率は22.2％（令和4年 1月 1日時点）
で上昇傾向にあります。
このような少子高齢化の進行と人口減少の状況を背景に、高齢者のみの世帯・ひと
り親世帯の増加、人間関係や地域のつながりが希薄化するなど地域社会は変化してい
ます。さらに、介護や子育てをしている世帯の生活課題は、孤独・孤立や 8050 問題、
ダブルケアなど複合化・複雑化してきており、従来の福祉制度やサービスを利用する
だけでは問題の解決が困難となってきています。
地域共生社会の実現を目指して各法改正を進めている国は、令和 3年春、本来大人
が担うと想定されている家事や家族のお世話などを日常的に行っている子ども「ヤン
グケアラー」に注目し、ヤングケアラーの周知啓発、支援施策を推進しています。そし
て、各自治体や支援機関で、ヤングケアラー支援の取り組みがされるようになりまし
た。
府中市においては、令和 5年 4月に日本財団と「ヤングケアラーとその家族に対す
る包括的支援推進自治体モデル事業に関する協定」を締結し、ヤングケアラーを早期に
発見して、支援先につなげ、実際に支援を提供するモデルの構築と支援体制の整備に
取り組んでいます。一般社団法人ケアラーワークスが運営主体を務め、府中市と協働し
て、「府中市ヤングケアラープロジェクト」を称して、5つの事業（①実態調査、②相談
支援、③研修会の実施、④周知啓発、⑤関係機関との連携）を実施しています。
本書は、府中市で初めてとなる「ヤングケアラー実態調査」を児童・生徒、教員、福
祉や介護のサービス事業者等を対象に実施し、その結果をまとめたものです。府中市に
関わるすべての方にご覧いただき、ヤングケアラーに関心を持ち、身近にできること
を考えていただければ幸いです。
結びに、本実態調査にご尽力いただきました実態調査委員会の皆様をはじめ、アン
ケート調査を通じて貴重なご意見やご提案をいただきました児童・生徒、教員、福祉や
介護のサービス事業者等の皆さまに心より感謝申し上げます。

令和 6年 3月
一般社団法人ケアラーワークス・府中市
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